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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・宮古　喜久代様～咳嗽を訴え、内服希望がある。小青竜湯3P　3×毎食前　7日分臨時処方となる。
・下川戸　長司様～粥食の希望が聞かれ、本日昼より全粥ハーフ食・エプリッチ1/3本へ変更となる。
・大久保　すい様～エンシュアリキッド缶　1本　1×昼　14日分継続処方となる。
・見付　幸一様～介護区分変更の認定調査　7/30(火)14：00予定。ご家族が来院予定。
・和田　昌様～食事摂取量が安定せず、点滴2本/日　27日まで、セフジトレン3T　3×毎
食後　5日分継続処方となる。　

・袴田　将志様、坂本　福子様～隔離対応中の為、ディスポ食器へ変更となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～午前・午後1時間の開放観察中。開放時書き物し過ごされている。奇声や飲水行為なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・立花　圭様～時間隔離中(20時～6時)。幻聴の訴えや不穏さなし。他者トラブルなく落ち着いている。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・見付　幸一様～身体拘束中。バイタルサイン異常無し。左手浮腫軽減している。ミトンを外して経過観察している。拘束部位の循環障害なし。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
・大久保　すい様～身体拘束中。妄想発言や危険行為無く経過。スタッフ対応も穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者情報＞
・松川　順子様～朝食1/2、昼食1/4摂取。メイバランスミニ全量摂取。服薬拒否なし。
・袴田　将志様～日中はホール内徘徊、詰所に来られ妄想様の発言聞かれていた。11時頃スタッフを蹴る行為見られ粗暴性強いため11時30分主治医指示にて終日隔離となる。隔離後は臥床し過ごされている。

・下川戸　長司様～食事は朝昼全量摂取できている。嘔気・嘔吐訴えなし。余暇は自室で臥床経過している。指示の点滴はトラブルなく施行。一時的に眩暈訴えあるが自制内で経過。
・和田　昌様～朝食はむせ込みあり1/3、昼食はむせ込みなく1/2摂取。
指示の点滴を施行するも漏れあり刺し替え施行。活気無く臥床
しているが声掛けには返答できている。バイタルサイン異常、酸素飽和度低下無し。引き続き、全身状態の観察を続けていく。
・工藤　恭子様～血圧160～140台/60～70台で経過。他バイタルサイン異常無し。
ベッド上での体動が多く、声掛け、介入している。点滴漏れあり差し替え施行。引き続き、全身状態の観察を続けていく。
＜入院患者様情報＞
日時：令和1年7月25日　11：06

　　氏名：千葉　恒義（ちば　つねよし）様

生年月日：昭和30年8月22日　63歳

　　病名：若年性認知症、アルツハイマー型認知症、

　　　　　せん妄、大脳基底核変性症疑い

　　性別：男性

　主治医：深澤Dr.
入院形態：医療保護入院予定

　　病棟：東病棟Cユニット

　(経過）

　2019年2月26日急性腹症で市民病院へ搬送され、上部消化管

穿孔性腹膜炎の診断で入院治療を行っている。入院中、発熱を

繰り返し、また、内視鏡検査で十二指腸に穿孔があり、緊急

手術を実施。その後、胃カメラ抜去の際に嘔吐し、誤嚥性肺炎と
なり緊急で気管挿管、気管切開も行われていた。

令和元年7月2日からは食事を開始しており、全身状態、腹部

状態は安定。

　認知症状やせん妄も加わり、攻撃的となる事がある事、また、

長期入院によるADLの低下やせん妄等があり、自宅退院は困難で

ある。　認知症の治療の継続の為、R1.7.25　11：06、東病棟

Cユニットへ医療保護入院となる。
